
アデノシン１リン酸（AMP）の生成
AMP： Adenosine Mono Phosphate。RNAを形作るモノマーの１つ。
DNAで対応するモノマーは dAMP。
dAMPと AMPを合わせてアデニンヌクレオチドと呼ぶ。

HO P

OH

O

OH 1C

OH

H
C2

H

OH

C3

H

OH

C4

CH2
5OH

H

O

H

N
N

N

NH2

N

リン酸 ＋ リボース ＋ 塩基（例としてアデニン）
分子量 98 分子量 150 分子量 135
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リン酸 ＋ アデニンヌクレオシド
分子量 98 分子量 150 + 135 − 18 = 267
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アデニンヌクレオチド
分子量 98 + 267 − 18 = 347



ウリジン１リン酸（UMP）の生成
UMP： Uridine Mono Phosphate。RNAを形作るモノマーの１つ。
DNAで対応するモノマーはTMPであり，こちらはウラシル (U)を用いない。
そのため，UMPだけがウラシルヌクレオチドと呼ばれる。
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リン酸 ＋ リボース ＋ 塩基（例としてウラシル）
分子量 98 分子量 150 分子量 112
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リン酸 ＋ ウラシルヌクレオシド
分子量 98 分子量 150 + 112 − 18 = 244
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ウラシルヌクレオチド
分子量 98 + 244 − 18 = 324



シチジン１リン酸（CMP）の生成
CMP： Cytidine Mono Phosphate。RNAを形作るモノマーの１つ。
DNAで対応するモノマーは dCMP。
dCMPと CMPを合わせてシトシンヌクレオチドと呼ぶ。
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リン酸 ＋ リボース ＋ 塩基（例としてシトシン）
分子量 98 分子量 150 分子量 111

↓

HO P

OH

O

OH 1C

N

O

N

NH2

H
C2

H

OH

C3

H

OH

C4

CH2
5OH

H

O

リン酸 ＋ シトシンヌクレオシド
分子量 98 分子量 150 + 111 − 18 = 243
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シトシンヌクレオチド
分子量 98 + 243 − 18 = 323



グアノシン１リン酸（GMP）の生成
GMP： Guanosine Mono Phosphate。RNAを形作るモノマーの１つ。
DNAで対応するモノマーは dGMP。
dGMPと GMPを合わせてグアニンヌクレオチドと呼ぶ。
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リン酸 ＋ リボース ＋ 塩基（例としてグアニン）
分子量 98 分子量 150 分子量 151
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リン酸 ＋ グアニンヌクレオシド
分子量 98 分子量 150 + 151 − 18 = 283
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グアニンヌクレオチド
分子量 98 + 283 − 18 = 363


